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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

中間連結会計期間
第55期

会計期間
自　2024年10月１日
至　2025年３月31日

自　2023年10月１日
至　2024年９月30日

営業収益 （千円） 4,062,606 7,838,879

経常利益 （千円） 456,955 901,112

親会社株主に帰属する
中間（当期）純利益

（千円） 197,474 540,484

中間包括利益又は包括利益 （千円） 200,302 541,603

純資産額 （千円） 3,029,644 2,829,342

総資産額 （千円） 6,322,592 7,713,788

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 35.20 96.63

潜在株式調整後１株当たり
中間（当期）純利益

（円） － 96.31

自己資本比率 （％） 47.9 36.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 449,811 1,016,202

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △181,111 △629,752

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △1,697,617 △431,648

現金及び現金同等物の
中間期末（期末）残高

（千円） 1,535,749 2,964,667
 

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．当社は、第55期第３四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、それ以前については

記載しておりません。
 
 

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについての重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。なお、当社

は、前中間連結会計期間については、中間連結財務諸表を作成していないため、前中間連結会計期間との比較分析は

行っておりません。

（１）財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、社会経済活動の正常化による人流増加や持続的な賃上げが下支えとな

り、国内の消費活動は緩やかな回復の動きが続いております。しかし、原材料価格や光熱費、人件費の上昇、人財の

供給不足の深刻化、継続的な物価上昇による消費者の節約志向が強まるなど、不透明な状況が続いております。

このような環境のもと、「地域を結ぶ直売広場」をコンセプトとした運営店舗「わくわく広場」は、「地域の食の

セレクトショップ」として、近隣生産者の積極的な開拓や商業施設への新規出店、自社物流の強化に努め、事業規模

の拡大に取り組んでおります。また、新たな取り組みとなる小商圏小規模店舗の展開を始め、1月には千葉県我孫子市

に「我孫子つくし野店」、2月に千葉県柏市に「北柏松葉町店」を出店いたしました。

これらの取組みにより、当中間連結会計期間において、当社の重要な経営指標である流通総額（店舗におけるレジ

通過額のほか、値札シールの販売代金や不動産賃貸収入等を含む総額の全体売上高）は13,870,523千円　となりまし

た。店舗における販売商品の種類別割合は、弁当・惣菜・パン類が約31％、加工品等が29％、野菜・果実等が約

28％、その他が約12％となっております。中でも、野菜・果実部門におきましては猛暑や長雨の影響による生育不良

により市場では品薄が続いておりましたが、積極的な生産者開拓により、前年並みの販売数量を確保いたしました。

また、前述の要因により野菜・果実の単価高騰も重なり、野菜・果実部門について前年同月比109％と大きく増加いた

しました。また、当中間連結会計期間において、10店舗の新規出店と11店舗の閉鎖を行い、当中間連結会計期間末時

点の店舗数は187店舗となりました。さらに、生産者の登録件数拡大に取り組み、登録生産者数は前事業年度末より

1,215件増加し32,873件となりました。今後も、地元のおいしい食品が集まる「地域の食のセレクトショップ」を実現

してまいります。

以上の結果、営業収益は4,062,606千円、営業利益は462,053千円、経常利益は456,955千円となり、親会社に帰属す

る中間純利益は197,474千円となりました。

なお、当社事業は単一のセグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 
②　財政状態

a．資産

当中間連結会計期間末における総資産は、6,322,592千円となりました。主な内訳は、建物1,260,947千円、現

金及び預金1,535,749千円、売掛金1,327,719千円であります。

 
b．負債

当中間連結会計期間末における負債総額は、3,292,947千円となりました。主な内訳は、買掛金1,988,147千

円、長期借入金233,344千円であります。

 
c．純資産

当中間連結会計期間末における純資産は、3,029,644千円となりました。主な内訳は、利益剰余金1,676,367千

円、資本金696,044千円、資本剰余金646,044千円であります。
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（２）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、1,535,749千円となりまし

た。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりです。

 
a．営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動により得られた資金は449,811千円となりました。主な内訳は、税金等調整前中間純利益321,539千

円、減価償却費132,774千円、仕入債務の増減額147,638千円となり、一方、減少要因としては法人税等の支払額

117,213千円、売上債権の増減額147,006千円であります。

 
b．投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動により支出した資金は181,111千円となりました。主な内訳は、有形固定資産の取得による支出が

112,353千円、資産除去債務の履行による支出が50,731千円であります。

 
c．財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動により支出した資金は1,697,617千円となりました。主な内訳は、長期借入金の返済による支出

1,135,726千円、割賦金の返済による支出11,453千円であります。

 
（３）経営方針・経営戦略等または経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当中間連結会計期間において、当社の経営方針・経営戦略等または経営上の目標の達成状況を判断するための客

観的な指標等について、重要な変更はありません。

 
（４）重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の重要な会計方針及び見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
（５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重要な変更はありませ

ん。

 
（６）研究開発活動

該当事項はありません。

 
 

３ 【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
中間会計期間

末現在発行数（株）
（2025年３月31日）

提出日現在
発行数（株）

（2025年５月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,610,500 5,610,500
東京証券取引所
グロース市場

完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら
限定のない当社にお
ける標準となる株式
であります。なお、
単元株式数は100株で
あります。

計 5,610,500 5,610,500 － －
 

 

（２）【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

 2024年 10月 １日～
 2025年 ３月 31日

－ 5,610,500 － 696,044 － 646,044
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（５）【大株主の状況】

2025年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社スプリング 東京都中央区日本橋室町２丁目３－１ 2,245,800 40.03

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 601,871 10.73

髙品　政明 千葉県千葉市美浜区 578,000 10.30

ＢＮＹ　ＧＣＭ　ＣＬＩＥＮＴ　ＡＣＣＯ
ＵＮＴ　ＪＰＲＤ　ＡＣ　ＩＳＧ　（ＦＥ
－ＡＣ）
（常任代理人　株式会社三菱ＵＦＪ銀行）

ＰＥＴＥＲＢＯＲＯＵＧＨ　ＣＯＵＲＴ　
133　ＦＬＥＥＴ　ＳＴＲＥＥＴ　ＬＯＮ
ＤＯＮ　ＥＣ４Ａ　２ＢＢ　ＵＮＩＴＥ
Ｄ　ＫＩＮＧＤＯＭ
（東京都千代田区丸の内１丁目４番５号）

252,373 4.50

髙品　謙一 東京都中央区 176,000 3.14

株式会社千葉銀行 千葉県千葉市中央区千葉港１－２ 110,000 1.96

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１丁目８－12 93,600 1.67

山本　知宏 神奈川県横浜市青葉区 88,900 1.58

楽天証券株式会社 東京都港区２丁目６番21号 72,200 1.29

曽根田　博 千葉県松戸市 62,594 1.12

計 － 4,281,338 76.31
 

 

（６）【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    2025年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式  権利内容に何ら限定のない当社にお

ける標準となる株式であります。な
お、単元株式数は100株であります。5,608,600 56,086

単元未満株式 1,900 － －

発行済株式総数 5,610,500 － －

総株主の議決権 － 56,086 －
 

 
② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

なお、前中間連結会計期間については、中間連結財務諸表を作成していないため、中間連結損益計算書、中間連結

包括利益計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書に係る比較情報を記載しておりません。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年10月１日から2025年３月31

日まで）に係る中間連結財務諸表について、PwC Japan有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(2025年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,964,667 1,535,749

  売掛金 1,180,712 1,327,719

  棚卸資産 ※１  83,898 ※１  91,063

  その他 78,324 69,648

  流動資産合計 4,307,602 3,024,180

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,336,583 1,260,947

   その他（純額） 946,132 928,487

   有形固定資産合計 2,282,716 2,189,435

  無形固定資産 311,544 294,935

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 641,669 645,935

   その他 ※２  170,254 ※２  168,106

   投資その他の資産合計 811,924 814,041

  固定資産合計 3,406,185 3,298,411

 資産合計 7,713,788 6,322,592

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,840,509 1,988,147

  短期借入金 600,000 50,000

  １年内返済予定の長期借入金 357,132 99,996

  未払法人税等 128,587 104,849

  賞与引当金 29,722 32,270

  その他 380,606 354,529

  流動負債合計 3,336,558 2,629,793

 固定負債   

  長期借入金 1,111,934 233,344

  資産除去債務 331,300 325,157

  その他 104,652 104,652

  固定負債合計 1,547,887 663,154

 負債合計 4,884,445 3,292,947
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(2025年３月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 696,044 696,044

  資本剰余金 646,044 646,044

  利益剰余金 1,478,892 1,676,367

  株主資本合計 2,820,981 3,018,455

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 8,360 11,188

  その他の包括利益累計額合計 8,360 11,188

 純資産合計 2,829,342 3,029,644

負債純資産合計 7,713,788 6,322,592
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

          (単位：千円)

          当中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

営業収益 4,062,606

売上高 3,950,446

売上原価 214,000

売上総利益 3,736,445

営業収入  

 不動産賃貸収入 112,160

 営業収入合計 112,160

営業総利益 3,848,605

販売費及び一般管理費 ※  3,386,552

営業利益 462,053

営業外収益  

 受取利息及び配当金 1,485

 雑収入 308

 営業外収益合計 1,794

営業外費用  

 支払利息 6,892

 営業外費用合計 6,892

経常利益 456,955

特別利益  

 固定資産売却益 2,551

 特別利益合計 2,551

特別損失  

 固定資産除却損 98,868

 店舗閉鎖損失 39,099

 特別損失合計 137,967

税金等調整前中間純利益 321,539

法人税等 124,064

中間純利益 197,474

親会社株主に帰属する中間純利益 197,474
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【中間連結包括利益計算書】

          (単位：千円)

          当中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

中間純利益 197,474

その他の包括利益  

 その他有価証券評価差額金 2,828

 その他の包括利益合計 2,828

中間包括利益 200,302

（内訳）  

 親会社株主に係る中間包括利益 200,302
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

          (単位：千円)

          当中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税金等調整前中間純利益 321,539

 減価償却費 132,774

 長期前払費用償却額 8,785

 賞与引当金の増減額（△は減少） 2,547

 受取利息及び受取配当金 △1,485

 支払利息 6,892

 固定資産売却益 △2,551

 固定資産除却損 98,868

 資産除去債務履行差額（△は益） 32,478

 店舗閉鎖損失 39,099

 売上債権の増減額（△は増加） △147,006

 棚卸資産の増減額（△は増加） △7,164

 立替金の増減額（△は増加） △93

 仕入債務の増減額（△は減少） 147,638

 未払金の増減額（△は減少） △590

 
未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は
減少）

△30,805

 未払消費税等の増減額（△は減少） △36,698

 前受金の増減額（△は減少） △59

 未払費用の増減額（△は減少） 12,574

 その他 8,984

 小計 585,726

 利息及び配当金の受取額 1,485

 利息の支払額 △7,625

 退店違約金等の支払額 △14,969

 法人税等の支払額 △117,213

 法人税等の還付額 2,407

 営業活動によるキャッシュ・フロー 449,811

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 有形固定資産の取得による支出 △112,353

 有形固定資産の売却による収入 4,207

 敷金及び保証金の差入による支出 △23,098

 敷金及び保証金の回収による収入 4,531

 資産除去債務の履行による支出 △50,731

 その他 △3,665

 投資活動によるキャッシュ・フロー △181,111
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          (単位：千円)

          当中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 短期借入金の純増減額（△は減少） △550,000

 長期借入金の返済による支出 △1,135,726

 リース債務の返済による支出 △437

 設備関係割賦債務の返済による支出 △11,453

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,697,617

現金及び現金同等物に係る換算差額 -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,428,917

現金及び現金同等物の期首残高 2,964,667

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  1,535,749
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

 
当中間連結会計期間

 (自　2024年10月１日　至　2025年３月31日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

当中間連結会計期間において、連結の範囲の重要な変更はありません。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

当中間連結会計期間において、持分法適用の範囲の重要な変更はありません。
 

 
（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 
（中間連結貸借対照表関係）

※１　棚卸資産の内訳

 
前連結会計年度

（2024年９月30日）
当中間連結会計期間
（2025年３月31日）

商品 64,141千円 70,142千円

貯蔵品 19,757千円 20,920千円
 

 
※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（2024年９月30日）
当中間連結会計期間
（2025年３月31日）

投資その他の資産 27,191千円 27,191千円
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（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
当中間連結会計期間

（自　2024年10月１日
　　至　2025年３月31日）

給与及び手当 1,344,943千円

地代家賃 813,044千円

賞与引当金繰入額 32,270千円

水道光熱費 172,249千円

減価償却費 132,774千円
 

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
当中間連結会計期間

（自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日）

現金及び預金 1,535,749千円

現金及び現金同等物 1,535,749千円
 

 
（株主資本等関係）

当中間連結会計期間（自　2024年10月１日　至　2025年３月31日）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社の事業セグメントは、シェアショップ事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメン

ト情報の記載を省略しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 （単位：千円）

 
当中間連結会計期間

（自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日）

委託販売方式による取引に係る流通金額　（注）１ 13,349,451

買取仕入方式による取引の顧客との契約から生じる収益 246,455

その他の顧客との契約から生じる収益　（注）２ 162,456

その他の営業収益　（注）３ 112,160

流通総額 13,870,523

組替額　（注）１ △9,807,916

外部顧客への営業収益 4,062,606

（顧客との契約から生じる収益） 3,950,446

（その他の営業収益）　（注）３ 112,160
 

（注）１．委託販売方式による取引について、当社は代理人に該当すると認識しており、当社が提供する商品と交換

に顧客から受け取る額から生産者に支払う額を控除した純額で、販売手数料を収益として計上しておりま

す。

２．「その他の顧客との契約から生じる収益」は値札シールの販売代金やセンターフィー等であります。

３．「その他の営業収益」は不動産賃貸収入であります。

 
（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以

下のとおりであります。

 
当中間連結会計期間

（自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日）

（１）１株当たり中間純利益 35円20銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する中間純利益（千円） 197,474

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
中間純利益（千円）

197,474

普通株式の期中平均株式数（株） 5,610,500
 

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年5月9日

 
株式会社タカヨシホールディングス

取　締　役　会　御　中

 

PwC Japan有限責任監査法人
 

東京事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 立　石　祐　之  

 

 
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 廣　澤　英　明  

 

 

 

 

監査人の結論

　　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タカ

ヨシホールディングスの2024年10月1日から2025年9月30日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年10月1日

から2025年3月31日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連

結包括利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、株式会社タカヨシホールディングス及び連結子会社の2025年3月31日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行っ

た。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から

独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎と

なる証拠を入手したと判断している。

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し

適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に

関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　　　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場

合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告

を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以　 上

（注）1．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

2．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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